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学 位 論 文 要 旨 
 
Suppression of chemokine gene expression and production in LPS-stimulated 










る regulated on activation normal T cell expressed and secreted (CCL5/RANTES)、 








性化マクロファージのNO産生を抑制する130 kDaの糖タンパク(ES130)が得られた。  
 C57/BL6マウスの腹腔内にチオグリコレートを投与し、3日後に腹腔マクロファージを回
収した。腹腔マクロファージとRAW 264.7細胞に未精製ES物質(0.5-5.0 μg/mL)またはES130 





























 擬充尾虫のES物質はextracellular signal-regulated kinases (ERK)とp38 mitogen 
activated protein kinase (MAPK)のリン酸化を阻害することが報告されており、この阻害
がMIP-2およびRANTESのmRNA発現を抑制したと考えられた。LPS処理したマクロファージで
のIP-10の発現は、アダプター分子であるmyeloid differentiation factor 88 (MyD88)非
依存性経路で産生されるIFN-βにより誘導されることが報告されている。LPS活性化マクロ
ファージでのIFN-βの遺伝子発現は、未精製ES物質で抑制されることが確認されており、
ES130によるIP-10の遺伝子発現の抑制はこのような機序が考えられる。 
 擬充尾虫が分泌するES130は3つのケモカインの産生を異なる機序によって抑制し、虫体
周囲の炎症反応や免疫応答を抑制していると推察された。 
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結 論 
 マンソン裂頭条虫擬充尾虫の分泌する物質から、130 kDaの糖タンパク（ES130）を精製
し、ES130はLPS活性化マクロファージのRANTES、MIP-2、IP-10ケモカインの産生を抑制す
ることが明らかになり、虫体周囲の炎症反応や免疫応答を抑制していることが示唆された。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
